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研究成果概要 

 本研究は T2K ニュートリノビームによりスーパーカミオカンデで観測されたニュートリ

ノ事象について、事象選択効率やバックグラウンド除去率、事象再構成等を改良し、ニュー

トリノ振動での物理測定での感度を向上させることを目的とする。今年度は以下の研究を行

なった。 

 1. 荷電パイ粒子を伴う複数チェレンコフリング事象の解析 
 電子ニュートリノ由来のパイ粒子生成反応で生成された事象で、複数のチェレンコフリン

グを持つイベントを追加することにより、電子ニュートリノへの振動事象数を増加させ、統

計精度の向上を図る。現在は系統誤差による不確定性を大気ニュートリノ事象を校正サンプ

ルとの同時フィット解析を用いた手法により評価を進めている。 

 2.  SK-Gd における中性子信号を用いた事象解析 
 ガドリニウム吸収反応による反跳中性子の情報を、ニュートリノ事象解析に応用する研究

を進めている。中性子信号の有無により事象サンプル分けを行い、ニュートリノ振動パラメ

ータの決定精度が向上するかをシミュレーションで確認した。その結果、わずかであるがθ!"	

や Δ𝑚!の振動パラメータ決定精度の向上が見られた。今後は SK-VI のデータを用い、また、

ニュートリノ相互反応による生成中性子数の測定などの研究を推し進めていく。 
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